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を得るoここで電子のフェルミ分布のずれがかこ比例するとして¢ky-k F とお くと(5)式のy
t lの部分は運動量の保存のために0になることがわかるoしたがって(5)式はVky-Oの暗
¢上∝kの形の解をもつことがわかるo以上の結果は運動量が保存する時,ボルツマン方程式
の散乱項が消えることに対応していると考えられる2.)その際,図2の右辺のバーテックス補正
を考えることが重要であることを示している｡ 3種のバーテックス補正は2次の自己エネルギ
ーのグラフ(図1)の3本の電子線の夫々を引き伸ばし,それにさらにバーテックス補正をす
ることに対応している｡図 1のままの運動量を対応させて指定すれば,その運動量の和が消え
るのは当然である｡
もし,Umklapp過程を考えて (ky-qy)+(ky'十qy)-ky'-kvニ Kーyと逆格子ベクトルKy
が残るとすると
- 362-
久保公式を用いた電子間相互作用による電気抵抗の計算について
F- Vk/(2rkKy),Z
･k-Vkyi 去 ,y
･リ-2C2∑∂(p-㌔vkpVkyk 21,i
- ∝ T-2.
A
となってT2に比例する抵抗が生じることになる｡
ここでは簡単のためにU2の項を用いて説明したが,一般に同時刻に3本の電子線を持つ自
己エネルギーを持っグラフのみが r2に寄与するので,図1の電子間相互作用を正しい高次ま
で繰 り込んだバーテックスを用いればよいことがわかる｡その場合反平行スピンをもつ電子間
の4本足のバーテックス畑 と反対称化された平行スピン間のバーテックスIでTを用いて(1)式
の γkのU2を瑞 十IiT2/2でおきかえればよいoその形を用いれば前述の3種のバーテック
ス補正もT2に関しては全てをとり入れたことになり一般的に(5坑 が示されたことになる.
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